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お
い
し
い｢

洛
い
も｣

育
て
よ
う
！

親子で楽しめるクラシック／ 3
15日、文化フェスティバル／４　ご存じですか？２つの臨時
給付金／９　みんなで里山づくり／13　今月は食育月間／15
せいか3

さん

6
ろく

5
ご

／16　活動のひろば�／22　せいか写真日記／23

町
で
特
産
化
を
進
め
て
い
る
「
洛
い
も
」

の
苗
の
販
売
が
５
月
16
日
㈮
、
Ｊ
Ａ
愛
菜

館
（
乾
谷
地
区
）
と
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ケ
ッ
ト
精
華
（
祝
園
西
一
丁
目
）
で
始
ま

り
ま
し
た
。「
洛
い
も
」
は
、
ヤ
マ
ノ
イ

モ
の
一
種
・
ダ
イ
シ
ョ
イ
モ
を
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
せ
た
名
称
で
す
。お
い
し
さ
に
加
え
、

生
育
中
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
も
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
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水曜・日曜・祝日休診
土曜午後休診
駐車15台可

　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

親子で楽しめるクラシック
７/21、けいはんなふれあいコンサート2014

　※曲目は一部変更する場合があります。
▶チケット
　前売券：1500円・当日券：2000円（全席指定）
　※�３歳未満の子どもは、保護者と同席の場合、無料です。
　※チケットの払い戻しはできません。
　◆前売券販売場所
　　・町役場 企画調整課（５階）
　　　販売期間：７月18日（金）までの平日
　　　受付時間：午前９時～正午・午後１時～５時
　　　※販売初日のみ午前10時からです。
　　・（株）けいはんな（けいはんなプラザ３階）
　　　販売期間：７月18日（金）までの平日
　　　受付時間：午前10時～午後５時30分
　　・チケットぴあ
　　　販売期間：７月14日（月）まで
　　　�販売店：チケットぴあ店舗、セブン－イレブン・

サークル K・サンクス
　　　電子チケットぴあ：http://t.pia.jp/
　　　電話予約：0570－02－9999（Ｐコード201－762）
　　　※発券手数料が別途必要です。

○問い合わせ
　�けいはんなふれあいコンサート実行委員会事務局（企画
調整課内）
　（4 95－1900）

　親子でクラシック音楽を楽しめる「けいはんなふれあい
コンサート2014」が７月21日（祝・月）、けいはんなプラ
ザ・メインホールで開催されます。
　関西の一流オーケストラ・京都市交響楽団＝写真＝の演
奏で、クラシックからポップスまで、おなじみの楽曲が楽
しめる同コンサート。指揮は松村秀明さん、司会は昨年と
同じく福山俊朗さんです。
　今年の目玉企画は、ナレーションに合わせた「となりのト
トロ」（スタジオジブリ）の演奏。オーケストラサントラとナ
レーションとが融合します。コンサートが始まるまでの時
間も、打楽器演奏体験（先着制・当日午後１時から整理券配
布）、ロビーコンサートと、内容盛りだくさん。
　入場にあたって年齢制限はありません。楽しさと感動
いっぱいのコンサートを、夏の思い出の１ページに加えて
みませんか。
　時間は午後１時30分開場、午後２時30分開演、ロビー
イベントは午後１時30分からです。
▶曲目
　①オッフェンバック「天国と地獄～カンカン～」
　②アンダーソン「トランペット吹きの休日」
　③アンダーソン「ジャズピチカート」 
　④イェッセル「おもちゃの兵隊の行進」 
　⑤ブラームス：ハンガリー舞曲第５番 
　⑥となりのトトロ
　※⑤は指揮者体験ができます（若干名）。

“
お
い
し
さ
”
を
育
て
よ
う

　
洛
い
も
は
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
一
種
で
、
長
イ
モ

よ
り
水
分
が
少
な
く
、
粘
り
が
と
て
も
強
く
、

ほ
の
か
に
甘
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
、
比
較
的
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

特
長
で
す
。

　
苗
を
栽
培
し
て
い
る
の
は
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し

ろ
精
華
町
花
き
部
会
。
昨
年
、
町
と
京
都
府
立

大
学
と
の
連
携
協
力
包
括
協
定
に
よ
り
、
同
大

学
か
ら
技
術
が
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
既
に
、
約
１
５
０
０
株
の
苗
が
予
約

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
同
部
会
の
岡
田
浩
伸
会
長

（
東
畑
地
区
＝
右
写
真
）
は
「
ほ
か
の
作
物
よ

り
『
楽
』
に
大
き
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

『
洛
い
も
』
の
売
り
。
今
年
は
８
０
０
０
株
の

販
売
を
目
指
す
」
と
意
気
揚
々
。
以
前
に
府
立

大
学
で
販
売
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
も
い
る
と
か
。

　
販
売
価
格
は
２
５
０
円
。
６
月
末
ま
で
販
売

の
予
定
で
す
が
、
在
庫
が
な
く
な
れ
ば
、
早
期

に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
在
庫
状
況
な

ど
詳
し
く
は
、
販
売
場
所
の
Ｊ
Ａ
愛
菜
館
（
乾

谷
地
区
・
4
７
２

－

５
４
５
９
）
や
Ｊ
Ａ
グ

育

て
方

ラ

ラ
ク

ク

リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
精
華
（
祝
園
西
一
丁
目
・

4
９
４

－

５
６
９
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
（
い
ず
れ
も
営
業
時
間
は
午
前
９
時
30

分
～
午
後
5
時
）。

“
涼
し
さ
”
を
育
て
よ
う

　
ま
た
、
洛
い
も
の
苗
は
、
生
育
中
は
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
に
な
り
、
夏
の
室
温
上
昇
を
抑
え

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
５
月
23
日
㈮
に
は
京
都
府
立
大
学
生
命
環
境

学
部
付
属
農
場
（
北
稲
八
間
地
区
）
で
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
育
て
方
講
座
が
あ
り
ま
し

た
。
町
と
京
都
府
立
大
学
と
が
共
催
し
た
も
の

で
す
。

　
講
師
を
務
め
た
同
大
学
の
本
杉
日
野
教
授
は

「
葉
は
ハ
ー
ト
型
で
大
き
く
、
暑
さ
に
も
強
い

の
で
、
水
や
り
の
手
間
も
さ
ほ
ど
か
か
ら
ず
、

比
較
的
簡
単
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
し
て
活

用
で
き
る
」
と
、
洛
い
も
の
有
効
性
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　
50
人
の
参
加
者
は
、
熱
心
に
講
義
を
聴
き
、

試
作
用
の
苗
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

　

  （
4
９
５

－

１
９
０
３
）

ＪＡグリーンマーケット精華の洛いもの
苗の販売コーナー（JA 京都やましろ精
華町花き部会の草嶋孝行さん）

グリーンカーテンの育て方講座で
の説明に、耳を傾ける参加者

1kg
ぐらい
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精
華
町
文
化
協
会
に
よ
る
「
２
０
１
４
せ
い

か
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
６
月
15
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
、
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
舞
台
発
表

　

�

コ
ー
ラ
ス
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
、
太
極

拳
、
太
鼓
、
ヨ
ガ
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
、
大

正
琴
、
日
本
舞
踊
、
キ
ッ
ズ
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
オ
カ
リ
ナ
、
吟
剣
詩
舞
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス　
ほ
か

▼
作
品
展
示

　

�

生
け
花
、
書
道
、
陶
芸
、
染
色
、
水
彩
画
、

６/14～ 15 むくのき休館
　むくのきセンターは６月14日（土）～ 15日

（日）、臨時休館します。
　「2014せいか文化フェスティバル」開催によ
るもので、トレーニング室を含むすべての施設
が利用できません。

○問い合わせ
　むくのきセンター（4 98−0200）

写
真　
ほ
か

▼
体
験
教
室

　
陶
芸

▼
お
茶
席

　
抹
茶
（
菓
子
付
き
・
２
０
０
円
）

※�

駐
車
場
は
限
り
が
あ
る
た
め
無
料
巡
回
バ
ス
、

精
華
く
る
り
ん
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
○
問
い
合
わ
せ

　

�
精
華
町
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課

内
）

　
（
4
９
５

－

１
９
０
７
）

プール監視員を募集 
かしのき苑、夏休み期間

　かしのき苑では、同施設内の温水プールの監視員とし
て、夏休み期間の臨時職員を募集しています。
　業務内容はプールの監視・清掃・受け付け・設備の操
作などです。募集人数はおおむね２人。希望者は６月
27日（金）までに履歴書を直接、下記のところに提出し
てください（郵送可・必着）。
▶募集要件　�水泳が得意な方で、普通救命講習（３時間

程度）を受講できる方（高校生を除く）
▶任用期間　�７月22日（火）～８月９日（土）・８月19日

（火）～ 30日（土）の火～土曜日のうち必要
な日（週３～４日）の、午前９時～午後４時
30分のうち６時間

▶勤務場所　かしのき苑
▶賃　　金　�時給800円〔交通費別途支給（片道２㌔未満

の場合支給なし）〕
▶選考方法　面談
　　　　　　※面談日時は、別途連絡します。

○申し込み・問い合わせ
　〒619－0243　精華町南稲八妻砂留22番地１
　かしのき苑「プール監視員募集」係（4 94－5200）
　�（受付時間：火～土曜日 午前９時～正午・午後１時～

５時）

　
昨
年
度
の
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
の
両

制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

　
情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
持
っ
て
い
る
情
報

（
公
文
書
）
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。
知
り
た

い
情
報
が
あ
る
場
合
、
町
に
開
示
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
の
請
求
・
処
理
状
況
は
、
表
１
の
通

り
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
町
が
行
う

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定

め
、
自
分
の
情
報
を
見
た
り
、
情
報
の
誤
り
を

正
し
た
り
す
る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
請
求
・
処
理
状
況
は
、
表
２
の
通

り
で
す
。

◇

　
両
制
度
共
に
、
実
施
機
関
の
決
定
に
対
す
る

不
服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
０
）

請
求
の
区
分

実
施
機
関

請
求
件
数

処理状況

開示 部分開示 不開示 取り下げ

開　示 町長 11 ２ ４ ５ 0

訂　正 0

利用停止等  0

合　計 ― 11 ２ ４ ５ 0

実
施
機
関

請
求
件
数

処理状況

開示 部分開示 不開示 取り下げ

町　長 35 25 10 0 0
教育委員会 ３ ３ 0 1 0
監査委員 1 0 1 0 0
消防長 １ １ 0 0 0
合　計 40 29 11 1 0

表２　個人情報保護制度運用状況（平成25年度） 表１　情報公開制度運用状況（平成25年度）

※�請求件数と処理状況の件数の合計が異なるのは、１
件の請求に対し複数の処理を行ったものがあるため
です。

昨
年
度
運
用

状
況
を
公
表

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

北国で学ぶ地域づくり
９月に男女共同参画研修

る方
　　　　　　※�過去の「京都府女性（婦人）の船」修了者

で、その経験を生かして現在就業・活動
などをしており、今回初めて参加する方
をサポートする役割も果たす意思のある
方を、10人程度募集します。ただし、
過去３年以前に参加した修了生に限りま
す。

▶定　　員　100人
▶料　　金　３万3000円
　　　　　　※�町内在住の参加者には、町から参加費の

一部を助成します。
▶申込期間　６月30日（月）までの平日（必着）
　　　　　　�受付時間：午前８時30分～正午・午後

１～５時
▶申込方法　�参加申込書と作文（様式あり）を直接、町役

場・人権啓発課（２階）へ。
　　　　　　※�参加申込書と作文の様式は府内の各市町

村役場や京都府地方振興局などに置いて
います。京都府男女共同参画課ホーム
ページからもダウンロードできます。

○申し込み・問い合わせ
　〒619－0285（個別番号・住所記入不要）
　精華町役場 人権啓発課 男女共同参画係
　（4 95－1919）

　京都府では、男女共同参画による、豊かな地域づくり
の担い手を育成するための「京都府女性の船」を９月５日

（金）～８日（月）、行います。今回の行き先は北海道札幌
市などです（往路は船、復路は飛行機）。
　地域づくりや NPO 活動などに関心のある女性に学
習・交流の機会を提供する同研修。講義や課題別グルー
プ学習、全体発表、意見交換会、現地団体との交流など
が行われます。

▶対 象 者　�京都府内在住・在勤でおおむね20歳以上
の女性のうち、次の条件をすべて満たす方

　　　　　　・�地域や職場の課題解決や活性化のため
に、さらに能力を発揮して活躍したいと
いう意欲のある方

　　　　　　・�健康で、この研修に十分に耐え得る体力
のある方

　　　　　　・団体生活に適応できる方
　　　　　　・�事前研修〔８月９日（土）〕から事後研修

〔10月11日（土）〕まですべてに参加でき

　
町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
本
年
度
の
町
政
協
力
員

と
し
て
41
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
町
で
は
毎

年
、
各
自
治
会
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
町
政
協

力
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
町
政
協
力
員
は
町

の
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
町
と
住
民
と
の
相
互

連
絡
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
町
政
協
力
員
で
構
成

す
る
町
政
協
力
員
協
議
会
も
あ
り
ま
す
。
同
協

議
会
で
は
、
住
民
の
意
向
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
町
政
協
力
員
は
次
の
通
り
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
自
治
会
名
）。

▽
浅
田
清
隆
（
菱
田
）・
原
田
三
千
夫
（
滝
ノ

鼻
）・
奥
田
宗
三
郎
（
中
久
保
田
）・
田
中
吉
照

（
舟
）・
田
中
孝
次
（
里
）・
近
本
守
（
僧
坊
）・

倉
田
秀
雄
（
谷
）・
髙
井
光
洙
（
旭
）・
澤
田
潔

（
北
稲
八
間
）・
籔
内
鉄
夫
（
南
稲
八
妻
）・
大

冨
輝
彦
（
植
田
）・
藤
川
博
司
（
菅
井
）・
蛭
川

光
庸
（
北
ノ
堂
）・
白
川
宏
（
馬
渕
）・
中
川
茂

成
（
南
）・
前
西
隆
次
（
祝
園
西
一
丁
目
）・
北

尾
功
造
（
中
）・
西
島
敏
幸
（
東
）・
西
村
正
則

（
西
北
）・
山
本
正
來
（
山
田
）・
福
島
嵩
郎

（
乾
谷
）・
中
井
武
彦
（
柘
榴
）・
前
田
敏
宏

（
東
畑
）・
石
橋
俊
則
（
光
台
四
丁
目
）・
松
村

眞
須
枝
（
光
台
五
丁
目
）・
信
田
宜
司
（
光
台

六
丁
目
）・
藤
本
雄
貴
（
光
台
七
丁
目
）・
澤

和
人
（
光
台
八
丁
目
）・
小
澤
正
巳
（
光
台
九

丁
目
）・
田
中
育
代
（
桜
が
丘
一
丁
目
）・
橋

本
美
輝
（
桜
が
丘
二
丁
目
）・
藤
井
敏
一
（
桜

が
丘
三
丁
目
）・
近
藤
敦
厚
（
桜
が
丘
三
丁
目

エ
ス
ペ
ロ
ー
マ
）・
松
田
武
（
桜
が
丘
四
丁

目
）・
有
馬
泰
央
（
精
華
台
一
丁
目
）・
瀬
能
福

太
郎
（
精
華
台
一
丁
目
ト
チ
ノ
キ
）・
飯
沼
俊

哉
（
精
華
台
二
丁
目
）・
三
上
弘
子
（
精
華
台

二
丁
目
イ
ン
グ
ス
）・
厚
朴
大
輔
（
ア
ズ
・
マ

ニ
ッ
シ
ュ
，
コ
ー
ト
）・
矢
野
正
（
精
華
台
三

丁
目
）・
伊
藤
聡
（
精
華
台
四
丁
目
）

○
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
行
政
１
１
０
番
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
０
）

舞
台
・
展
示
・
体
験
文
化
の
祭
典

15
日
、
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

町
と
地
域
と
の
橋
渡
し

町
政
協
力
員
41
人
を
委
嘱
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男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
19

23
～
29
日 

男
女
共
同
参
画
週
間

今
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で

す
。「
男
女
共
同
参
画
」
と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
？
男
女

共
同
…
…
ま
で
は
理
解
し
て
も
「
参
画
？
」
と

い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
参

画
」
と
は
単
な
る
参
加
で
は
な
く
、
積
極
的
に

意
思
決
定
の
過
程
に
加
わ
る
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
男
女
共
同
参
画

と
は
「
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を

発
揮
し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
共
に
歩

む
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。「
自
分
に
は
関
係
な

い
！
」
と
い
う
人
は
存
在
し
な
い
の
で
す
。

家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ

　
最
近
で
は
仕
事
ば
か
り
に
時
間
を
費
や
す
の

で
は
な
く
、
育
児
や
家
事
、
介
護
に
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
い
う
男
性
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
右
記
の
言
葉
は
、
本
年
度
の
男
女
共
同
参

画
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
内
閣
府

が
「
男
性
が
、
企
業
人
と
し
て
も
家
庭
人
と
し

て
も
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
長
時
間
労

働
を
減
ら
し
て
、
女
性
と
共
に
家
事
・
育
児
・

介
護
・
地
域
活
動
に
か
か
わ
り
た
く
な
る
よ
う

な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
と
し
て
全
国
で
募
集

し
ま
し
た
。

　
女
性
の
家
事
や
育
児
が
固
定
的
役
割
に
な
り

が
ち
の
よ
う
に
、
男
性
も
「
仕
事
を
し
て
家
族

を
支
え
る
」
と
い
う
固
定
的
役
割
が
現
在
で

も
根
強
く
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査

【
注
】
に
よ
る
と
、
女
性
の
育
児
休
暇
取
得
率

は
83
・
６
％
。
し
か
し
、
男
性
の
取
得
率
は

１
・
89
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
同
調
査
で
は
男
性
の
場
合
、
育
児
休
業
制
度

を
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
約
３
割
を

超
え
て
い
ま
す
。
育
児
に
参
加
し
た
い
と
考
え

て
は
い
る
も
の
の
、
長
時
間
労
働
や
職
場
で
の

「
男
な
の
に
…
…
」
と
い
う
不
理
解
か
ら
、
男

性
の
育
児
休
暇
の
取
得
率
は
な
か
な
か
向
上
し

な
い
の
で
す
。

　
家
事
や
育
児
は
女
性
だ
け
の
役
割
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
男
性
が
家
庭
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と

は
、
家
族
に
と
っ
て
心
強
く
、
女
性
も
仕
事
に

励
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
性
的
役
割
分
担
の
意

識
に
と
ら
わ
れ
ず
尊
重
し
合
う
こ
と
で
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
は
強
化
さ
れ
、
互
い
に
仕
事
と
家

庭
を
両
立
す
る
た
め
の
環
境
が
整
い
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
一
人
ひ
と
り
の

豊
か
な
人
生
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
あ
な
た
は
男
女
の
縛
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
。
私
た
ち
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
次
の
世
代
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

【
注
】「
雇
用
均
等
基
本
調
査
」２
０
１
２
年
度
数
値

○
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
９
）

vol.

　
６
月
か
ら
、
自
分
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の

写
し
な
ど
を
代
理
人
や
第
三
者
が
取
得
し
た
場

合
に
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
）。

不
正
請
求
・
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
た
め
の
も

の
で
、
通
知
を
受
け
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

　
対
象
者
は
精
華
町
に
本
籍
や
住
所
を
登
録
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
登
録
し
て
い
た
方
で
す
。

申
請
書
【
注
】
と
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
官

公
庁
発
行
の
顔
写
真
付
証
明
書
）
を
、
町
役
場

総
合
窓
口
課
（
２
階
）
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法
定
代
理
人
の
場

合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
、
資
格
を
証
明
で
き
る
書

類
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
精
華
町
に

本
籍
が
あ
る
場
合
は
不
要
で
す
。

▼
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

　

�

戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
の
附
票
の
写
し
な
ど

▼
通
知
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　
・�
本
人
、
同
じ
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

や
直
系
尊
属
・
卑
属
か
ら
の
戸
籍
謄
本
な

ど
の
請
求

　
・�

本
人
、
同
一
世
帯
の
人
か
ら
の
住
民
票
な

ど
の
請
求

　
・�

国
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
公
的
機
関
か

ら
の
請
求

　
・�

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が
、
裁
判
や
紛

争
処
理
手
続
き
に
使
用
す
る
た
め
の
請
求

▼
通
知
内
容

　

�

交
付
年
月
日
、
交
付
し
た
証
明
書
の
種
別
、

交
付
通
数
、
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理

人
・
第
三
者)

　
※�

交
付
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
は
通
知
内
容

に
含
み
ま
せ
ん
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
５
）

空
き
地
の
管
理
責
任
持
っ
て

　
雑
草
な
ど
の
繁
茂
は
、
清
潔
な
生
活
環

境
を
阻
害
す
る
ば
か
り
か
、
不
快
虫
の
発

生
や
火
災
な
ど
の
事
故
、
犯
罪
の
発
生
源

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
空
き
地
を
所

有
・
管
理
し
て
い
る
方
は
、
付
近
の
方
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
適
正
に
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

－

１
９
２
５
）

　
国
民
年
金
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ

ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
１
カ
月
４
０
０
円
。
任
意
加

入
の
た
め
、
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
と
任
意
加
入
被
保
険
者
で
す
。
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
も
保
険
料
免
除
・

猶
予
承
認
期
間
中
の
方
、
ま
た
は
国
民
年
金
基

金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
町
役
場
・
総
合
窓
口
課
（
２
階
）
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
が
発
生
す
る
の
は
、
申
し
込
ん
だ
月

分
か
ら
で
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。
納
期
限
を
経

過
し
た
場
合
で
も
、
期
限
か
ら
２
年
間
は
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保

険
料
の
納
付
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
申
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
付
加
年
金
受
給
額
【
注
】

　

�

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
済
月
数
＝
左

上
例

【
注
】
老
齢
基
礎
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増
減

の
影
響
は
受
け
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　
（
4
０
７
５

－

６
４
３

－

２
５
４
７
）

　
◆
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金
係

　
　
（
4
９
５

－

１
９
１
５
）

　
※�

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
は
京
都
府
国
民

年
金
基
金
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
（
4
０
７
５

－

２
１
２

－

８
４
１
５
）

国
民
年
金
付
加
保
険
料

将
来
の
年
金
に
プ
ラ
ス

＜例＞
付加年金を通算10年間（120月）納付し
た場合、65歳から受け取る年金は次の
通りです。

▶付加保険料納付額
　400円×120月＝４万8000円（年額）
▶付加年金受給額
　200円×120月＝２万4000円（年額）
※�付加年金受給額を２年間受給すると、
納付した付加保険料の総額と同額にな
ります。

　
町
・
府
民
税
が
課
税
さ
れ
納
付
方
法
が
年
金

特
別
徴
収
（
受
給
年
金
か
ら
天
引
き
）
ま
た
は

普
通
徴
収
（
直
接
金
融
機
関
な
ど
へ
の
納
付
）

に
な
る
方
に
６
月
中
旬
、
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　
課
税
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
納
税
通
知
書

が
６
月
下
旬
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
や
、

給
与
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
天
引
き
）
に
な
る

は
ず
な
の
に
自
宅
に
納
税
通
知
書
が
届
い
た
方

な
ど
は
、
下
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
受
給
年
金
に
か
か
る

町
・
府
民
税
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
所
得
や
年
税
額
の

変
化
な
ど
に
よ
り
年
税
額
の
う
ち
年
金
特
別
徴

収
分
以
外
に
も
普
通
徴
収
分
が
発
生
し
た
り
、

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
が

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
６
月
中

に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
未
提

出
の
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
は
、
今
年
６
月
１
日
時
点
で
町
内
に

な
い
と
督
促
手
数
料
な
ど
も
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
は
普
通
徴
収
分
が
発
生
し
て
も
自

動
的
に
納
付
さ
れ
、
納
付
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
・
府
民
税
均
等
割
額
の
改
正

　

本
年
度
～
平
成
35
年
度
の
10
年
間
に
つ
い

て
、
町
民
税
・
府
民
税
の
均
等
割
額
が
そ
れ
ぞ

れ
５
０
０
円
加
算
さ
れ
、
合
わ
せ
て
年
額
で

１
０
０
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
【
注
】。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
注
】
詳
し
く
は
本
誌
２
月
号
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
住
民
税
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
６
）

住
民
登
録
し
て
い
る
、
児
童
手
当
の
受
給
対
象

者
で
す
。
公
務
員
は
勤
務
先
へ
の
提
出
と
な
り

ま
す
。

　
提
出
書
類
は
次
の
通
り
で
す
。

・
児
童
手
当
現
況
届

　
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。

・
受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

※�

状
況
に
よ
り
、
そ
の
ほ
か
の
書
類
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
児
童
育
成
係

　
（
4
９
５

－

１
９
１
７
）

戸
籍
謄
本
・
住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得
防
止

事
前
登
録
で
本
人
に
通
知 

町
・
府
民
税
　

納
税
通
知
書
の
確
認
を

提
出
期
限
は

今
月
末

児
童
手
当
の
現
況
届
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子育て世帯臨時特例給付金
▶対 象 者　�次の条件を共に満たす方
　　　　　　・�基準日（平成26年１月１日）時点で、今年

１月分児童手当（特例給付含む）の対象児童
【注２】の受給者

　　　　　　・�平成25年の所得が児童手当の所得制限額
未満

▶支 給 額　�対象となる児童１人につき１万円
【注２】臨時福祉給付金の対象児童、生活保護受給の児童などを除
きます。

○申し込み・問い合わせ
　子育て支援課 児童育成係（4 95－1917）

臨時福祉給付金
▶対 象 者　�平成26年度分市町村民税が非課税の方【注

１】
▶支 給 額　�１人１万円（基礎年金・児童扶養手当などの

受給者は１万5000円）
【注１】市町村民税が課税されている人の扶養親族・生活保護受給
者などを除きます。

○申し込み・問い合わせ
　福祉課 臨時給付係
　（4 95－1904）

きこえの相談会 今月は17日
　６月の「きこえの相談会」は17日（火）午前10時～午後３時、相楽聴覚言語
障害センター（相楽会館内）であります。
　６月10日（火）までに「氏名・年齢・住所・電話番号・相談内容・希望時間
帯」を電話、またはファクスで下記のところにお申し込みください。

○申し込み・問い合わせ
　相楽聴覚言語障害センター 担当：山口（4 75－2030・6 72－6862）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
世
帯
に
６
月

中
旬
、
国
保
税
の
納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。
な
お
、
本
年
度
の
課
税
限
度
額
は
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
税
率
は
昨
年
度
と
同
じ
で

す
。

特
定
健
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

町
で
は
、
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
向
け

に
、
特
定
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
６
日

㈮
ま
で
に
集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
、
個
別
健
診
を
９
月
ま
で
町
内
の
指
定
医
療

機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
に
７
月
初

旬
、
保
険
料
の
納
付
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
保
険
料
率
は
本
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
て
い

ま
す
。

保
険
証
は
中
旬
に
郵
送

　
７
月
中
旬
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
使
え
る
新

し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
紫
色
）

を
お
送
り
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
（
緑
色
）
は
有
効
期
限
が
７
月
31
日
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
国
保
税

　
　
国
保
医
療
課
国
保
係

　
◆
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
国
保
医
療
課
医
療
係

　
　
（
4
９
５

－

１
９
２
９
）

国
保
税

後
期
高
齢
者 納

税
通
知
書

６
月
中
旬
に
郵
送

７
月
初
旬
に

保
険
料
通
知

町
で
は
次
の
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
方
の
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
）。
各
制
度
の
所
得
な
ど
の
基
準
を
満
た
す

方
が
対
象
で
す
。
認
定
を
受
け
た
方
は
医
療
費

（
保
険
適
用
分
）
の
自
己
負
担
分
の
一
部
、
ま

た
は
全
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
各
制
度
に
よ
り

認
定
の
基
準
は
異
な
り
ま
す
。

①
障
害
が
あ
る
方
の
医
療
費
助
成

▼
対
象
者

　

�

次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
で
、
本
人

や
配
偶
者
な
ど
の
扶
養
義
務
者
が
所
得
な
ど

の
基
準
を
満
た
す
方

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級

　
・
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
Ｂ

▼
助
成
内
容

　

�

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
自
己
負
担
分
が

全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。
助
成
制
度
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
、

そ
れ
以
外
の
方
は
障
害
者
医
療
で
の
受
給
と

な
り
ま
す
。

②
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
医
療
費
助
成

▼
対
象
者

　

�

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
、
本
人
ま
た
は
扶

養
義
務
者
が
所
得
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
方

　
・�

母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、
18
歳
到

達
以
降
最
初
の
3
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

の
子
と
そ
の
親

　
・�

18
歳
到
達
以
降
最
初
の
3
月
31
日
を
迎
え

る
ま
で
の
子
で
、
両
親
が
い
な
い
子

▼
助
成
内
容

　

�

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
自
己
負
担
分
が

全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。
助
成
制
度
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。

③
65
～
69
歳
の
方
の
医
療
費
助
成
　
　
　�

④�
昭
和
19
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
20
年
3

月
1
日
生
ま
れ
の
方
の
臨
時
医
療
費
助

成
▼
対
象
者

　

�

①
②
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
受
給
し
て

お
ら
ず
、
本
人
や
配
偶
者
な
ど
の
扶
養
義
務

者
が
所
得
な
ど
の
基
準
を
満
た
す
65
～
69
歳

ま
で
の
方
と
、
昭
和
19
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
20
年
3
月
1
日
生
ま
れ
の
方
（
本
年
度
限

り
）

▼
助
成
内
容

　

�

医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
自
己
負
担
分
の

割
合
が
１
割
に
、
ま
た
は
１
カ
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

⑤
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

▼
対
象
者

　

�

12
歳
到
達
以
降
、
最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え

る
ま
で
の
子
ど
も
（
所
得
制
限
な
し
）

▼
助
成
内
容

　

�

１
医
療
機
関
に
つ
き
１
カ
月
２
０
０
円
を
超

え
る
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
自
己
負
担

分
の
全
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※�

①
②
③
④
に
つ
い
て
は
申
請
書
の
提
出
後
、

同
じ
世
帯
の
18
歳
以
上
の
方
全
員
の
所
得
な

ど
か
ら
受
給
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。
同
じ

世
帯
に
、
18
歳
以
上
で
所
得
が
な
く
確
定
申

告
を
し
て
い
な
い
方
（
税
法
上
で
の
「
同
一

世
帯
員
の
被
扶
養
者
」
を
除
く
）
が
い
る
場

合
は
、
受
給
資
格
の
判
定
（
認
定
）
が
で
き

ま
せ
ん
。
交
付
申
請
前
に
必
ず
町
役
場
税
務

課
で
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

　
現
在
①
②
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
が
８

月
以
降
も
助
成
を
受
け
る
た
め
の
申
請
を
６
月

10
日
㈫
～
17
日
㈫
の
平
日
、
町
役
場
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

時
間
は
午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
午
後
１

時
～
４
時
、
場
所
は
２
０
１
会
議
室
（
２
階
）

で
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
医
療
係

　
（
4
９
５

－

１
９
２
９
）

障
親

医
療
費
助
成
申
請
を

平23. ６. ２～７. １生の方
子どもの医療費助成・入院外の助成

昭24. ７生の方
高齢者の医療費助成

昭19. ６. ２～７. １生の方
京都府 臨時医療費助成

町では、３歳から小学校卒業までの外
来医療費の一部を助成しています。助
成を受けるには、現在お持ちの白色の
受給者証とは別の受給者証を受けるた
めの申請が必要です。

町では、65歳から70歳未満
の方で要件を満たす方に、医
療費（保険適用分）の一部を助
成しています。助成は申請が
必要です。

京都府では、要件を満たす方に医療費
（保険適用分）の一部を助成します。対
象は来年３月31日までの診療分で、
助成は申請が必要です。

　上記対象者にはご案内を郵送しています。申請期間は６月11日（水）～ 17日（火）の平日です。申請が遅れ
ると受給者証の使用開始日も遅れる場合があります。詳しくは、お問い合わせください。

○問い合わせ　国保医療課 医療係（495－1929）

ご
存
じ
で
す
か
？
医
療
費
助
成

障
害
者･

母
子
父
子
家
庭
・
65
～
70
歳･

小
学
生
以
下
対
象

ご存じですか？２つの臨時給付金

子育て世帯臨時特例給付金臨時福祉給付金

低所得世帯 中所得世帯

高齢者世帯 単身世帯

子どもがみんな高校生以上の世帯 中学生以下の子どもがいる世帯（子育て世帯）中学生以下の子どもがいる世帯（子育て世帯）

国では本年度に限り、消費税率引き上げによる所得の低い方の負担を減らすための「臨時福祉給付金」、子育て世帯の負
担を減らすための「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。両給付金共に受給することはできませんので、ご注意く
ださい。申請先は、基準日（平成26年１月１日）時点で住民登録している市区町村の役所です。申請手続きなどについて
は来月号でお知らせします。
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配
食
サ
ー
ビ
ス

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
条
件
に
該
当
す
る
方

に
、
昼
食
を
自
宅
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
日
曜
日
と
12
月
31
日
～
１
月
３
日
は

休
み
で
す
。

▼
対
象
者

　

�

単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
昼
間
１

人
に
な
る
方
で
、
食
事
の
調
理
が
困
難
な
方

▼
料
金

　
１
食
５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

�

直
接
、
同
協
議
会
へ
。

出
張
理
容

　
町
で
は
、
町
内
在
住
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象

に
、
理
容
師
が
自
宅
に
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
４
回
ま
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
ま
で
は
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
の
高
齢
者
な
ど
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

　
・�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が
要
介
護
３
以

上
の
者

　
・�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
、
ま
た
は
要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
る
重
度
心
身
障
害
者

　
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
、
障
害
者
世
帯
な
ど

の
高
校
生
に
、
給
付
型
奨
学
金
を
支
給
し
ま

す
。
６
月
23
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
在
住
の
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
で
、
次
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
方

　
・�

母
子
世
帯
、
ま
た
は
父
子
世
帯
（
い
ず

れ
も
20
歳
以
上
の
子
ど
も
が
い
な
い
世

帯
）、
児
童
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
長
期

療
養
者
世
帯
の
方

　
・�

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
に
通
っ
て
い
る
方
、
ま
た

は
学
校
法
人
が
設
置
し
た
外
国
人
向
け
の

学
校
の
高
等
学
校
相
当
課
程
を
受
け
て
い

る
方

▼
入
学
支
度
金
（
１
年
生
対
象
・
１
回
の
み
）

　
・
国
公
立
／
６
万
３
０
０
０
円

　
・
私
立
全
日
制
／
17
万
８
０
０
０
円

　
・
私
立
定
時
制
／
13
万
７
０
０
０
円

　
・
通
信
制
／
４
万
５
０
０
０
円

▼
支
援
金
（
学
用
品
代
な
ど
）

　
年
額
６
万
円

▼
奨
学
金

　
・�

私
立
全
日
制
／
月
額
３
万
３
０
０
０
円
以

内

　
・�

私
立
定
時
制
／
月
額
２
万
４
０
０
０
円
以

内

　
※�

他
府
県
の
私
立
高
等
学
校
と
外
国
人
学
校

の
み
対
象
で
す
。

　
※�
国
の
支
援
金
額
と
の
併
給
調
整
を
し
ま

す
。

▼
申
込
期
間

　
６
月
23
日
㈪
ま
で
の
平
日

　

�

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後

１
時
～
５
時

▼
申
込
方
法

　

�

次
の
必
要
書
類
を
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ

へ
。

　

�

国
支
援
金
決
定
通
知
書
（
奨
学
金
支
給
対
象

者
の
み
）・
支
給
申
請
書
・
在
学
証
明
書
・

市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
・
同
意
書

　
※�

支
給
申
請
書
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
置
い
て

い
ま
す
。

　
※�

身
体
障
害
者
世
帯
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
写
し
、
ま
た
は
年
金
手
帳
の
写
し
、
長

期
療
養
者
世
帯
は
、
医
師
の
診
断
書
な
ど

も
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
４
）

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
・
神
の
園
で
は
本
年

度
、
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
日
程
は
表
の
通
り
で
す
。
回
数
な
ど
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
の
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど

で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
方

▼
寝
具
の
種
類
・
利
用
枚
数

　

�

１
人
１
回
に
つ
き
、
敷
布
団
・
掛
布
団
・
毛

布
の
各
１
枚
（
シ
ン
グ
ル
）
を
基
本
に
年
６

枚
以
内

　
※�

サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
中
、
希
望
者
に
は
代
わ

り
の
寝
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

▼
料
金

　
敷
布
団
（
綿
・
羊
毛
・
羽
毛
３
３
０
円
）

　
掛
布
団
（
綿
・
羊
毛
・
羽
毛
３
３
０
円
）

　
毛
布
（
１
０
０
円
）

▼
申
込
方
法

　

�

１
回
の
利
用
ご
と
に
、
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
申
請
書
を
直
接
、
左
記

の
と
こ
ろ
へ
。

　
※�

申
請
書
は
左
記
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
る

ほ
か
、
同
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
・
神
の
園

　
（
4
９
４

－

４
１
２
５
）

高
校
生
に
奨
学
金
給
付

申
込
23
日
ま
で
　
母
子
世
帯
な
ど
向
け

高
齢
者
向
け
配
食･

出
張
理
容

障
害
者
向
け
相
談 
第
３
木
曜
に

申込期限 布団回収 布団配達

第１回 ６月20日（金） ７月２日（水） ７月９日（水）

第２回 ９月19日（金） 10月１日（水） 10月８日（水）

第３回 11月21日（金） 12月３日（水） 12月10日（水）

第４回
（来年） ２月20日（金） ３月４日（水） ３月11日（水）

▶本年度の日程 在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
向
け

布
団
の
洗
濯・消
毒
し
ま
す

▼
料
金

　
１
回
２
０
０
０
円
（
カ
ッ
ト
の
み
）

▼
申
込
方
法

　
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
◆
配
食
に
つ
い
て

　
　
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
4
９
４

－

４
５
７
３
）

　
◆
理
容
に
つ
い
て

　
　
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
（
4
９
５

－

１
９
０
４
）

　
町
で
は
障
害
者
向
け
の
相
談
を
毎
月
第
３
木

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
３
時
、
町
役
場
・
相

談
室
（
２
階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
さ
さ
い
な
相
談
で
も
相
談
員
【
注
】

が
親
切
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
は
不
要
で
す
。

①
身
体
障
害
者
相
談
員

　

�

大
西
國
嗣
・
谷
口
郁
子
／
身
体
に
障
害
が
あ

る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族
か
ら
の
身
近
な
問

題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
知
的
障
害
者
相
談
員

　

�

蓑
毛
惠
津
子
／
知
的
障
害
の
あ
る
方
の
家
庭

　
介
護
保
険
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費
・
居
住

費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
申
請
に
よ
り

減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
金
額
な
ど
詳

し
く
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
対
象
者

　
①�

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で
、
本
人
や
世

帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方
・
生
活
保

護
の
受
給
者
の
方

　
②�

本
人
や
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

合
計
所
得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
の
合
計

が
80
万
円
以
下
の
方

　
③�

本
人
や
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

②
以
外
の
方

で
の
養
育
や
生
活
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

③
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員

　

�

田
中
智
美
・
前
田
品
子
／
精
神
障
害
の
あ
る

方
や
、
そ
の
家
族
か
ら
の
身
近
な
相
談
に
応

じ
、
地
域
生
活
を
支
援
し
、
自
立
と
社
会
復

帰
を
促
進
し
ま
す
。

【
注
】
①
②
は
町
長
か
ら
、
③
は
府
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
４
）

▼
対
象
サ
ー
ビ
ス

　
・�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
食
費
と
居

住
費

　
・�

短
期
入
所
生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養
介

護
・
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
・
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
食
費
と
居

住
費

▼
申
請
方
法

　

�

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書
を
下
記

の
と
こ
ろ
へ
。

　
※�

該
当
者
に
は
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
を
交
付
し
ま
す
。
利
用
施
設
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
介
護
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
、

１
カ
月
の
利
用
者
負
担
が
一
定
の
上
限
額
を
超

え
た
と
き
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）【
注
】。

上
限
額
は
上
記
①
②
③
の
段
階
に
応
じ
て
変

動
。
そ
の
ほ
か
の
方
は
３
万
７
２
０
０
円
で

す
。

【
注
】
こ
こ
で
の
利
用
者
負
担
額
に
は
、
福
祉
用
具
購

入
費
、
住
宅
改
修
費
の
利
用
者
負
担
額
や
施
設
で
の
食

費
、
居
住
費
、
日
常
生
活
費
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
４
）

介
護･

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
、

上
限
超
過
分
を
支
給

介
護
保
険

利
用
者
負
担
限
度
額
の
認
定
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７
月
１
日
、「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
・
商
業
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
総
務
省
が
実
施
す
る
「
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基

礎
調
査
」
は
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
商
業
統
計
調
査
は
、
卸
売
業
・

小
売
業
を
営
む
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
調
査
は
、
京
都
府
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査

員
が
、
事
業
所
に
案
内
文
書
を
配
布
。
続
い
て

６
月
下
旬
以
降
、「
調
査
票
」
な
ど
を
配
布
し

ま
す
。

　
調
査
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
票
の
正
確
な
記
入
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
課
企
画
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
０
）

　
昨
年
10
月
の
「
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
答
率
が
高

か
っ
た
と
し
て
、
精
華
町
が
こ
の
ほ
ど
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
調
査
で
は
、
国
の
基
幹
統
計
調
査
で
初
め

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
町
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
率
は
18
・
８
％
で
、
全
国
平
均
の
約
８
％

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
統
計
調
査
に
対
す
る
意
識
が
国
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、調
査
事
務
に
尽
力
さ
れ
た
調
査
員
や

指
導
員
の
皆
さ
ん
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
課
企
画
係

　
（
4
９
５

－

１
９
０
０
）

　
Ｅ
メ
ー
ル
や
は
が
き
で
、
身
に
覚
え
の
な
い

請
求
を
受
け
る
「
架
空
請
求
」
の
相
談
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ
ん
な
架
空
請
求
に

関
す
る
相
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　
携
帯
電
話
に
知
ら
な
い
相
手
か
ら
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
内
容
を
確
認
し
て
み
る
と
「
携
帯

電
話
で
利
用
し
た
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
が
あ

る
。
こ
の
ま
ま
支
払
い
が
な
け
れ
ば
裁
判
を
起

こ
す
。
覚
え
が
な
い
場
合
は
す
ぐ
連
絡
す
る
よ

う
に
」
と
電
話
番
号
が
書
か
れ
て
い
た
。
連
絡

し
た
ほ
う
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
。（
40
代
女
性
）

〈
Ａ
〉

　
架
空
請
求
の
手
口
は
、
主
に
ま
ず
「
過
去
の

未
納
料
金
」
と
い
っ
た
表
現
で
、
未
払
い
が

あ
っ
た
の
か
と
勘
違
い
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
さ
ら
に
「
裁
判
」
や
「
財
産
の
差
し

押
さ
え
」
と
い
っ
た
言
葉
を
並
べ
て
不
安
に
さ

せ
、
お
金
を
払
わ
せ
ま
す
。

「
心
当
た
り
が
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
連
絡
す
る

よ
う
に
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
絶
対
に

業
者
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
す
る
と
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
つ
け
て
高
額
な
請
求

を
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
請
求
さ

れ
た
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
り
、
不
安
を

感
じ
た
り
し
た
場
合
は
、
ま
ず
相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
が
電
話
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す（
4
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
４

時
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
4
７
２

－

９
９
５
５
）

架
空
請
求
は
す
ぐ
に
相
談
を

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

総
会
で
里
山
で
の
活
動
紹
介

「
せ
い
か
里
山
の
会
」
の
平
成
26
年
度
総
会
が

４
月
26
日
㈯
、
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
事
業
活
動
報
告
や
会
計
報
告
に
加

え
、
本
年
度
の
事
業
計
画
案
や
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
、
公
益
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
「
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
き
づ
が

み
ん
な
で
里
山
づ
く
り 

せ
い
か
里
山
の
会

わ
第
１
団
」
の
子
ど
も
た
ち
が
、
せ
い
か
里
山

で
の
活
動
を
紹
介
。
さ
ら
に
同
団
代
表
の
荒
堀

淳
嗣
さ
ん
が
、
里
山
で
の
体
験
活
動
な
ど
を
通

じ
て
生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
講
演
し
ま
し
た
。

気
軽
に
参
加
を
　
会
員
も
募
集
中

　
せ
い
か
里
山
の
会
で
は
、
里
山
が
持
つ
豊
か

な
自
然
を
保
全
、
再
生
す
る
た
め
の
下
草
刈
り

な
ど
の
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
日

は
基
本
的
に
は
第
３
土
曜
日
（
左
表
参
照
）、

場
所
は
東
畑
地
区
の
「
精
華
町
里
山
交
流
広

場
」
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
会
員
や
各
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

�

せ
い
か
里
山
の
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

　
（
4
９
５

－

１
９
０
３
）

せいか里山の会�
本年度これまでの活動と今後の予定
▶４月
　�12日：農場体験、19日：定例活動「山菜さがし」、26日：総
会開催・農場体験
▶５月
　�10日：農場体験・定例活動「サトイモ」、24日：農場体験
▶６月
　�14日：農場体験、21日：定例活動「樹木の名札かけと観
察」、28日：農場体験
▶７月
　�12日：農場体験、19日：定例活動「昆虫頒布会」「ザリガニ
釣り」、26日：農場体験
▶８月
　�９日：農場体験、23日：農場体験
▶９月
　�13日：農場体験、20日：定例活動、27日：農場体験
▶10月
　�11日：農場体験、19日：定例活動「サトイモ・洛いも収穫
体験」・★収穫祭（後日案内）・農場体験、25日：農場体験
▶11月
　�８日：定例活動「干し柿づくり」・農場体験、16日：せいか
祭り2014出展（会員のみ）、22日：農場体験
▶12月
　�13日：農場体験、20日：定例活動「ほだ木の切り出し」、27
日：農場体験	
▶１月
　�10日：農場体験、24日：定例活動「ほだ木の切り出し」・農
場体験
▶２月
　�14日：農場体験、21日：定例活動「果樹の施肥」「しいたけ
菌打ち」「鳥谷公園竹林伐採」、28日：農場体験
▶３月
　�14日：農場体験、21日：定例活動「しいたけ菌打ち」、28
日：農場体験

※�定例活動は午前９時～正午。10月は第３日曜日、５月・11
月は第２土曜日、１月は第４土曜日。★は要申し込み。
※�農場体験は、午前９時～ 11時ごろ。土の中の豊かな自然と
共生した不耕起農法、種取りを基本としています。
※�このほか、竹林整備のイベントもあります。日程は未定のた
め、事務局にお問い合わせください。
※�天候不良時は町役場〔494－2004（代表）〕にお問い合わせく
ださい。

　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

調
査
に
ご
協
力
を

事
業
所
の

皆
さ
ん
へ

ネ
ッ
ト
回
答
率
高
で
大
臣
表
彰

昨
年
の
住
宅･

土
地
統
計
調
査
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夏
場
に
発
生
す
る
蚊
は
、
一
度
に
最
大
で
数

百
個
の
卵
を
産
み
ま
す
。
約
3
日
で
幼
虫
（
ボ

ウ
フ
ラ
）
に
な
り
、
約
10
～
15
日
で
成
虫
に
な

り
ま
す
。

　
蚊
は
、
わ
ず
か
な
水
た
ま
り
が
あ
れ
ば
産
卵

し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
幼
虫
へ
の
対
策

　
◆
植
木
鉢
の
受
け
皿

　
　
・�

使
用
し
て
い
な
い
受
け
皿
は
裏
返
し
て

水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
　
・�

普
段
使
用
し
て
い
る
受
け
皿
も
、
一
週

間
に
一
度
は
清
掃
し
て
水
を
替
え
る
。

　
◆
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン

　
最
近
、
燃
や
す
ご
み
の
収
集
日
に
、
カ
ラ

ス
が
ご
み
を
散
乱
さ
せ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
が
よ
く
狙
う
の
は
、
赤
色
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
色
は
、
動
物
の
肉
に
多

い
た
め
、
残
飯
と
認
識
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
濡
れ
た
物
も
魚
の
肉
と
認

識
さ
れ
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。　

　
ま
ず
は
カ
ラ
ス
の
エ
サ
と
な
る
残
飯
な
ど

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
も
と
も
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
外

来
種
の
ク
モ
で
す
。
し
か
し
近
年
、
国

内
で
も
広
範
囲
に
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
精
華
町
で
も
一
般
家
庭
の
排

水
溝
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
、
植
木
鉢
の
裏

側
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
す
き
間
な
ど

で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
少
量
の
毒
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、
性
質
は
お
と
な
し

く
、
素
手
で
触
ら
な
い
限
り
、
か
ま
れ

る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
か
ま
れ
た
場
合
は
、
患
部
を
水

で
洗
う
な
ど
清
潔
に
し
、
で
き
る
だ
け

早
く
病
院
で
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
か
ま
れ
た
ク
モ
を
病
院
へ
持
っ
て

い
く
と
、
適
切
な
治
療
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
前
述
の
よ
う
な
、
ク
モ
が
い
そ
う
な

場
所
は
普
段
か
ら
注
意
し
、
も
し
発
見

し
た
場
合
は
、
ク
モ
・
卵
共
に
市
販
の

殺
虫
剤
で
駆
除
す
る
か
、
靴
で
踏
み
つ

ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

－

１
９
２
５
）

　
　

�

雨
が
あ
た
ら
な
い
場
所
に
片
付
け
、
水
が

溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
◆
バ
ケ
ツ
・
じ
ょ
う
ろ

　
　
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
裏
返
す
。

▼
成
虫
へ
の
対
策

　
・�

蚊
が
建
物
に
侵
入
し
や
す
い
場
所
に
、
防

虫
網
や
網
戸
を
設
置
す
る
。

　
・�

刺
さ
れ
な
い
よ
う
、
肌
の
露
出
を
ひ
か
え

る
。

 
○
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

－

１
９
２
５
）

の
生
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
出
す
際
は

十
分
に
水
を
切
っ
て
袋
の
中
心
に
入
れ
、
周

り
を
ほ
か
の
ご
み
で
覆
う
と
、
カ
ラ
ス
が
ご

み
袋
の
外
か
ら
判
別
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
環
境
推
進
室
環
境
係

　
（
4
９
５

－

１
９
２
５
）

蚊
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

セアカゴケ
グモを見か
けたら…

ています。精華町まちをきれいにする条例では「ふん放置・ポイ捨て・落書き」を禁止しています。精華町まちをきれいにする条例

京都司法書士会　司法書士　藤井伸樹

相続・遺言・贈与・成年後見・抵当権抹消・裁判手続・破産

お気軽に
お電話下さい!

広 告　

運動

食
生
活
を
見
直
そ
う

▼�

朝
ご
飯
を
食
べ
よ
う

　

�

朝
食
は
一
日
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
重

要
な
食
事
で
す
。
早
寝
早
起
き
を
心
が
け
、

朝
食
を
取
る
リ
ズ
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼�

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

　

�

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
改
善
に
つ
な
げ
、
元
気
な
暮
ら
し
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓
を

　

�

家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
事
は
大
切
な
場
で
す
。

食
事
時
間
の
確
保
、
楽
し
い
雰
囲
気
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
地
産
地
消
の
料
理
や
郷
土
料
理
を

　

�

地
元
で
取
れ
た
食
材
は
、
自
然
の
恵
み
を
肌

で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切

に
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
み
、
食
文
化
を
継
承
し

ま
し
ょ
う
。

▼�

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
を

　

�

買
い
過
ぎ
、
作
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
食
べ
残

し
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利

用
、
食
品
容
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
し
ま

　
し
ょ
う
。

▼
80
歳
で
20
本
の
歯
を

　

�

一
生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
歯
の
定

期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
食
事
、
大
丈
夫
？

　
上
図
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、
一
日
に

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
い
い
か
を
、
こ
ま
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
図
で
示
し
た
も
の
で
す
【
注
】。

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
運
動
す
る
と
、
こ
ま

は
安
定
し
て
回
り
ま
す
。
し
か
し
、
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
と
、
こ
ま
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
な
た
の
こ
ま
は
、
う
ま
く
回
っ
て
い
ま

す
か
。

【
注
】
厚
生
労
働
省
な
ど
に
よ
る
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。
な
お
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
で
医
師
や
管
理
栄
養
士
か
ら
食
事
指
導
を
受

け
て
い
る
方
は
、
そ
の
指
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
５
）

主食：５～７つ
ごはん・パン・めん

副菜：５～６つ
野菜・キノコ・イモ・
海藻料理

主菜：３～５つ
肉・魚・卵・大豆料理

牛乳・乳製品：２つ

果物：２つ

　５月25日（日）にかしのき苑で開
催された「精華町ふれあいまつり」で
は、精華町食生活改善推進員協議会
「あすなろ会」が、食育月間と食育の
日を PRしました＝写真。
　同協議会の田中紀代子会長（桜が
丘一丁目）は「旬の食材をいかに創意
工夫で提供できるかが大事。特に若
いお母さんや子どもたちに PRした
い。本年度は17人が入会し、さらに
活気づいている」としました。

「食育の意識高めて」

６月は食育月間、毎月19日は食育の日です。「食」に関する知識を身につけ、健康な体づくりにつなげましょう。

健康と食事は深い関係

水・お茶
食事を「主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物」に分
け、一日に取るべき量を単位「つ」で表しています。

ご飯小盛り１杯＝おにぎり１
個＝食パン１枚＝ロールパ
ン２個＝めん類２分の１杯
野菜小鉢１皿＝野菜いため
半皿

冷奴１皿＝納豆１皿＝焼き魚
２分の１匹＝ハンバーグス
テーキ３分の１皿＝卵１個
牛乳コップ半分＝スライス
チーズ１枚＝ヨーグルト１
パック
みかん１個＝りんご半分＝
かき１個＝ナシ半分＝ブド
ウ半房＝桃１個

今月は食育月間

一日に取るべき量 １つ分にあたる量

菓子や
嗜
し

好
こう 飲料は

適度に

防
ご
う
カ
ラ
ス
の
ご
み
荒
ら
し

６月21日（土）と７月７日（月）の特別実施日は、午後８時～10時の一斉消灯にご協力ください。詳しくは環境省ホームページをご覧ください。
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1111 町の特定健診の結果相談会を６月24日（火）～７月１日
（火）の平日、精華町交流ホール（町役場２階）で行います。
町役場で特定健診を受けた方だけでなく、医療機関で特定
健診を受診した方や、職場での健診や人間ドックを受診し
た方も参加できます。健診結果の判定を見るだけではな
く、自分や家族の将来の健康を考える機会にしませんか。

改善方法が見えてくる 
結果相談会に参加すると、２つのメリットがあります。
▶結果の見方が分かる！改善策が分かる！
　�保健師が特定健診結果の見方を基礎から解説。ポイント
を押さえて楽しく学びましょう。
▶プロに相談できる絶好のチャンス！
　�いろいろな相談コーナーもあります。日ごろのちょっと
した疑問を解消してみませんか。

申込不要！気軽に参加して 
相談会は申し込み不要、参加費も無料です。
▶受付時間
　午前９時30分～ 11時・午後１時30分～２時30分
▶持ち物
　・今回の特定健診結果票
　　町役場で受診した方には会場でお渡しします。
　・過去の特定健診の結果票
　　�町で毎年受診している方など、今回受診された健診結
果に過去の健診結果が掲載されているものもありま
す。

　・筆記具
　・眼鏡など

○問い合わせ
　健康推進課 保健予防係（4 95−1905）

○問い合わせ　せいか365事務局（健康推進課・福祉課・国保医療課・生涯学習課・企画調整課）〔4 95−1905（健康推進課内）〕

▶材料（２人分）
　�白菜80㌘、ちりめんじゃこ10㌘、キュウリ40㌘、紫
玉ネギ20㌘、塩0.5㌘
　A：酢10㌘、ごま油５㌘、梅干し（練り梅も可）８㌘
▶作り方
　①白菜を縦半分に切って、１㌢幅に刻む。

　②�キュウリも縦半分に切り、切り口を下にして斜め薄
切りにする。

　③紫玉ネギを薄切りにする。
　④①②③をボウルに入れて塩を振り、30分置く。
　⑤�ちりめんじゃこをフライパンでいり、香ばしさを出
す。

　⑥梅干しの種を取って、細かく刻む。
　⑦�④の水気を切り、Aの材料を混ぜ合わせる。
　⑧�⑦を皿に盛り、食べる直前に⑤のじゃこをかける。
▶一人分の栄養価
　�エネルギー41キロカロリー・タンパク質1.8㌘・脂質2.1㌘・カル
シウム40ミリグラム・食物繊維1.2㌘・塩分1.0㌘

白菜とカリカリ
じゃこの梅サラダ

215

今回は、精華町食生活改
善推進員協議会「あすなろ
会」の田中カヨ子さん（北稲
八間地区）が紹介する「白菜
とカリカリじゃこの梅サラ
ダ」です。

Part.182 特定健診 結果相談会に行こう

行ってみよう！“みんなで健康”交流会

食べたら歯みがき

朝、昼、晩

毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日毎月19日は食育の日

今回は、町内で健康増進に向けた活動を展開するさまざま
な団体が集結し、情報交換や相互交流を深めるイベントの
開催をお知らせします。もちろん、個人での参加も大歓迎
です。これを機会に、あなたにピッタリの健康づくりが見
つけてみませんか？　みんなで楽しく、健康増進に取り組
みましょう !!

“みんなで健康”交流会
▶日時
　６月22日（日）午後１時30分から
▶場所
　精華町交流ホール（精華町役場２階）
▶参加対象者
　健康づくりに関心のある方
　健康増進活動を行う町内の各種団体・企業
　◆団体参加基準
　　・�一般に幅広く住民が参加できる健康づくり活動（運

動・スポーツ、栄養 ･食生活）を行っている団体。
　　・宗教、政治的な活動を伴わない団体であること。
　　・�活動場所が町内であること（団体の運営拠点が町内

であれば、ウオーキングなどで活動場所が町外の場
合も可）。

　　・�１年に複数回以上の定期的な活動が継続して行われ
ていること。

　　・�町主催の年１回の交流会に参加し、活動紹介ができ
ること。

▶主な内容（予定）
　◆記念講演
　　�「ガッテン !!“歩き”が寿命を延ばすわけ」
　　～誰でもわかる歩きの理論～
　　�講師：石井 好二郎（同志社大学スポーツ健康科学部教
授）

　◆健康増進活動団体交流会
　　�健康をキーワードに、活動団体
や参加者の情報交換・交流

　　�コーディネーター：志賀 誠治
（有限会社人間科学研究所）

▶参加費
　無料

健康づくりへの実践アイデアを紹介！
　前号に引き続き、健康増進活動推進のための「私の健康
づくりアイデア」募集でいただいた町民の皆さんのアイデ
アの一部を紹介します。
アイデア①
　�散歩で続ける健康を心がけており、毎朝、体調に合わせ
て実行している。心身ともに爽快な気分です。また、自
らの病気を理解しそれに合う体操を30分程度している。

（北ノ堂地区・70代男性）
アイデア②
　体力測定によるロコモ予防。

（馬渕地区・50代女性）
アイデア③
　�一日１時間以内を目途に歩き、その後、体操を行うとさ
らに気持ちが良い。

（桜が丘一丁目・70代男性）たくさんの
ご参加

お待ちして
います！

・栄養士による栄養相談コーナー
・歯科衛生士による歯科相談コーナー
・体組成測定コーナー
・医師による健康相談コーナー
　（午後のみ・先着40人）

保健師による結果説明 各コーナーを
回ってプレゼント
がもらえるクイズ
ラリーも！

結果相談会の様子（分かりやすく説明します）
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